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資料② 



河川整備計画の目標

既往水害一覧表 治水対策の基本的な考え方

由良川下流圏域整備計画の目標

○圏域では、和久川改修や内水排除施設の整備、土師川の災害復旧助成事業等により河川
改修が行われてきましたが、依然として圏域の河川の整備率は低い状況です。

○近年において、平成16年台風23号洪水により、圏域内の各所では家屋浸水等、甚大な被
害が発生しました。

○国では、中流部においては連続堤の整備が進められ、下流部では平成16年台風23号洪水
により、甚大な被害が発生したことから、
輪中堤・宅地嵩上げ・緊急避難路等を緊急的に行う「由良川下流部緊急水防災対策」が実施
されています。

○府管理河川では、宮川、牧川において、広域河川改修事業などが実施されています。

○災害の発生の防止又は軽減に関して
　平成16年10月台風23号洪水と同規模（概ね確率規模1/10）の洪水による家屋浸水被害を
解消する。　また、局部的な改良、洪水等による被災箇所の復旧、治水上の支障となる堆積
土砂の除去、堤防除草等により治水機能の適正な維持に努める。さらに、整備途上や目標
を上回る洪水による被害を最小限に抑えるため、ハード整備だけでなく、ソフト対策を組み合
わせることにより効果的な治水対策を図る。

○河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関して
　今後とも、様々な水辺空間の利用と適正な水利用が図られるように、良好な水質、水量の
保全に努める。また、環境学習や自然体験の場としての河川空間づくりに努める。
　
○河川環境の整備と保全に関して
　多様な生物が生息・生育する豊かな自然環境の保全・再生に配慮した河川整備に努め
る。また、堰や落差工により魚類等の縦断方向の連続性が損なわれている箇所について
は、魚道整備等を必要に応じて検討し、河川工事の際には、魚類等生態系への影響を最小
限に抑えるため、濁水の発生防止に努める。さらに、景観に優れた地域については、周囲の
景観に配慮した河川整備に努める。

出典：国土交通省福知山河川国道事務所資料
　　　水位、流量は、福知山観測所
　　　総雨量は、流域平均雨量
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○近年の甚大な被害が発生した平成16年10月台風23号洪水と同規模の洪水（概ね確率規
模1/10）に対し家屋浸水被害の解消を目標とします。

○平成16年台風23号洪水により、甚大な被害が発生したことから、圏域の河川の治水安全度
を早急に高めることが求められています。

○府管理河川の未整備区間の全区間について整備を行うことは、予算的、時間的な制約が
あるため、緊急性や実現性を踏まえ重点的かつ効率的に整備を進めていく必要があります。

○国による堤防整備に伴い、一体的な河川改修が必要となる河川があります。

現状
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河川の整備の実施に関する事項

改修河川の選定について

農地 宅地その他 合計
床下
浸水

床上
浸水

半壊
全壊
流失

合計
家屋浸水
被害あり

水害原因か
ら対象外

和江谷川 舞鶴市 10,000 0 10,000 0 0 0 0 0

丸田川 舞鶴市 20,000 0 20,000 0 0 0 0 0

八戸地川 舞鶴市 400,000 0 400,000 0 0 0 0 0 ○ ○

久田美川 舞鶴市 20,000 0 20,000 0 0 0 0 0

枯木川 福知山市大江町 85,000 0 85,000 0 0 0 0 0

宮川 福知山市大江町 40,000 10,000 50,000 12 16 0 0 28 ○ ○ ○

蓼原川 福知山市大江町 27,000 0 27,000 0 0 0 0 0

尾藤川 福知山市大江町 140,000 0 140,000 0 0 0 0 0

在田川 福知山市大江町 79,000 0 79,000 0 0 0 0 0

谷河川 福知山市大江町 22,000 0 22,000 0 0 0 0 0

福知山市 40,000 7,300 47,300 33 21 0 0 54 ○ ○

福知山市夜久野町 60,000 300 60,300 0 0 0 2 2 対策済

千原川 福知山市夜久野町 16,000 0 16,000 0 0 0 0 0

畑川 福知山市夜久野町 17,000 0 17,000 0 0 0 0 0

直見川 福知山市夜久野町 0 150 150 0 0 0 1 1 対策済

和久川 福知山市 0 2,800 2,800 10 10 0 0 20 ○ ○

堺川 福知山市 30,000 1,000 31,000 1 0 0 0 1 ○ 内水

弘法川 福知山市 0 2,000 2,000 0 0 0 0 0

大砂利川 福知山市 500,000 0 500,000 0 0 0 0 0 ○ ○

相長川 福知山市 620,000 0 620,000 1 2 0 0 3 ○ ○ ○

大谷川 福知山市 350,000 10,000 360,000 14 7 0 0 21 ○ ○ ○

土師川 京丹波町 111,000 2,100 113,100 10 9 0 0 19 ○ 局部的

井尻川 京丹波町 105,000 1,400 106,400 7 0 0 0 7 ○ 局部的

犀川 綾部市 250,000 51,900 301,900 28 0 0 0 28 ○ 内水

西方川 綾部市 10,000 520 10,520 2 2 0 0 4 ○ 内水

安場川 綾部市 10,000 600 10,600 2 0 0 0 2 ○ 局部的

検討河川
直轄事業と
一体的に整
備する河川

被害実績からの評価

牧川

水害区域面積（㎡）
府管理河川の氾濫による
被災家屋棟数（棟）

河川名 市町村名

下流圏域における改修検討河川の考え方

検討対象河川
出典：水害統計（由良川本川の影響による家屋被害は除く）

※1　大砂利川については、直轄
河川整備計画の今後の策定状況
を踏まえ検討

①　平成16年10月台風23号洪水と同規模の洪水に対し、河川氾濫による家屋浸水被害 が発生した河川を選定します。(宮川、牧川、和久川、相長川、大谷川）

　以下の河川については、河川整備計画とは別に、関係機関と連携し、家屋浸水被害の解消にあたります。
・平成16年10月台風23号洪水と同規模の水位まで護岸等により災害復旧済みの河川（牧川（夜久野町域）、直見川）
・由良川本川からの溢水により、家屋浸水被害が発生し、直轄事業による対策が実施中または計画中の河川
・局部的な堤防嵩上げ・河床掘削等の維持管理的な対策を検討中の河川（土師川、井尻川、安場川）
・排水路の能力不足による内水により、家屋浸水被害が発生した河川（堺川、犀川、西方川）

②　由良川本川の直轄事業と合わせた一体的な整備を行う河川を選定します。（八戸地川、宮川、大砂利川、相長川、大谷川）

※1

※2　局部的な対策の実施によ
り、治水機能の向上が図られる河
川については対象から除く

※2
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河川の整備の実施に関する事項　（宮川、広域河川改修事業）　１

１．改修規模の設定

　降雨強度式を用い、合理式により流量を計算した結果、1/10年確率規模における

由良川合流点～雲原川合流点間の流量は590m3/sとなります。

２．改修区間の設定

３．実現性の検証

　築堤や河床掘削等の治水施設の整備によってもたらされる経済的な便益（被害
軽減額）から費用便益費を算出し、経済的な妥当性を確認する。
　
　設定した改修計画規模及び区間により、民家浸水被害の解消が図られることか
ら、その設定は適切なものといえます。

　総便益（B）＝529.18億円、総費用（C）＝90.49億円
　Ｂ／Ｃ＝5.9

　なお、被害額として数値化できない間接的な被害として、国道175号、主要地方
綾部大江宮津線の冠水による交通途絶及びその波及被害等は考慮していない。

築堤、掘削により流下能力を向上

　直轄施工である宮川橋下流は、1/10年確率規模相当の洪水を流下可能な河川断
面が確保されていますが、宮川橋～雲原川合流点間は確保されていません。

宮
川
橋

雲
原
川

流量配分図

流下能力図

由
良
川

　平成16年23号台風

当面計画　（1/10）　　流量　　590m
3
/s

上段：1/50 単位：m
3
/s

下段：1/10

260 430 450 850
180 300 310 590
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宮川

河川改修後は1/10年確率規模相当の洪水に
よる浸水被害を解消

1/10年確率規模相当の洪水による被害
状況
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河川の整備の実施に関する事項　（宮川、広域河川改修事業）　２

・宮川橋から雲原川合流点までの590m区間の河道を整備します。

・1/10年確率規模相当の降雨による洪水を安全に流下させる河川断面にします。

・現況河道内の河原や植生を極力保全し、河道内にみお筋を確保することで、自然の営みによって瀬・淵が形成されることを促し、生物の生息・生育・繁殖環境の保全に配慮
します。

・護岸については、植生の復元を図るために、可能な限り空隙・透水性を有する連接ブロックやブロックマットを使用します。

４．改修の内容
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河川の整備の実施に関する事項　（八戸地川 1）

１．改修規模の設定

　降雨強度式を用い、合理式により流量を計算した結果、1/10年確率規模における

小田内川合流前の流量は50m3/s、小田内川合流後は75m3/sとなります。

２．改修区間の設定
　八戸地川は、1/10年確率規模相当の洪水を流下可能な河川断面が確保されてい
ません。

流量配分図

由良川築堤計画法線

八戸地川現況（未改修）の場合

内水位　TP+4.89ｍ
道路冠水　約50cm

内水解析結果

検討条件
・H16台風23号規模出水
・国緊急水防災対策により堤防施工後
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流下能力図

３．改修による効果

　由良川本川築堤後には、内水よる主要道路（国道175号線）の冠水が発生しますが、
　八戸地川を1/10年確率規模相当の洪水を流下可能とすることで、主要道路の通行を
可能とします。

八戸地川改修後（1/10対応）

内水位　TP+4.38ｍ
道路冠水　約2cm

新
川
橋

府
道
舞
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宮
津
線

由良川築堤計画法線

1/10年確率規模 単位：m3/s

50 75

小
田
内
川

由
良
川

八戸地川
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河川の整備の実施に関する事項　（八戸地川 2）

・由良川本川の築堤により、家屋浸水の解消を図ります。（直轄事業）

・由良川本川に築堤に伴う支川処理にあたって、八戸地川を由良川にショートカット後、
舞鶴市管理の小田内川を合流させることで、新設樋門を2箇所から1箇所に統合し、コス
トの縮減を図ります。

・併せて、八戸地川が台風23号相当の降雨による洪水を流下可能な河川断面に改修

し、道路冠水※の解消を図ります。

※国道175号線は緊急輸送道路に指定されており、中でも当該区間は、広域防災拠点
（舞鶴市）から地域防災拠点（舞鶴市加佐分室）へのアクセスルートに位置づけられま
す。

４．改修の内容

標準横断面図

舞鶴市加佐分室

国道175号

国道178号

宮津市

舞鶴市街
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